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研究成果の概要（和文）：　本研究は，投動作の量的変化だけでは表れない生徒の心理的側面に着目し，その変
容を自由記述文のテキストマイニングおよびインタビュー調査から検証することを目的とした。
　テキストマイニングでは，ハンドボール投げで最も意識している動作は，投動作習得の最終局面である「ステ
ップ」であった。続いて心理的循環では「投距離が向上するだけでなく，学習内容の理解とともに実際の動きの
習得が自己有能感の向上に結びつく」という特徴がみられた。さらに心理的循環（つまずき）では，学習の中期
から後期へ向かう過程では，技能の連動・調和から投の動きを高めたり，上肢や下肢の連動を再確認したりする
循環が認められた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this thesis is to clarify the change of student’s 
psychological aspect which is not indicated clearly with the result of quantitative research in 
throwing motion. We investigated it with the method of text mining in free description and interview
 survey. 
With the result of text mining, we showed that it is the “step” acquired in the final dimension of
 throwing motion that is the most conscious in handball throw. Subsequently, the psychological 
circulation showed that “not only the improvement of throwing distance but also sense of 
self-competence is connected with the understanding of study and the acquisition of throwing motion 
itself”. Furthermore, in the psychological circulation(stumbling), we recognized that the 
interlocking and harmonizing skills enhances the skill of throwing motion, and that there is a 
circulation reconfirming the linkage between upper limbs and lower limbs, in the process from middle
 stage to the latter stage of learning.

研究分野：保健体育科教育学　　　　
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１．研究開始当初の背景 
	 投げる能力は，陸上競技の投てき種目，特
に動作形態の類似性が高いと考えられるや
り投げの備えるべき基礎的な能力でもある
（高本ら，2005）。また，さまざまな運動領
域における身体動作と類似性があり，投能力
を向上させることは，他の運動を効率的・効
果的に実践していくうえで重要である。投能
力の向上は，生涯にわたって運動に親しむ資
質や能力の育成に寄与できると考えられる。
投能力の低下傾向は，学校体育，その中でも
教科体育において「投げること」の指導が十
分なされていないことなどが原因と指摘さ
れ（池田ら，2012），実際の授業の中で投能
力を高める努力が必要であると指摘してい
る（尾縣ら，2001）。 
	 体育授業での投運動は，質的・量的からし
ても共通機会を与える場として重要な意味
を持つことになるが，指導方法（教師の関与）
という質的条件が学習者の発育発達段階に
合致していることが重要といえる（大矢ら，
2011）。近年では，体育における学習教材の
開発は多くの事例があるが，投動作に特化し，
小・中の系統性を意図し，なおかつ学習段階
に合致させた明確な学習モデルはみられな
い。中学生の投能力向上が課題とされている
なか，より一層の効果的な学習プログラム開
発が不可欠になってきている。 
	 中学校１・２年における保健体育科の体育
分野は，「体つくり運動」，「器械運動」，「陸
上競技」，「水泳」，「球技」，「武道」，「ダンス」
の７領域から構成されており，この時点で，
義務教育段階における実技を伴う学習内容
は，全てが出そろうこととなる。	
「球技」についてみてみるならば，「ゲーム
（小学校１～４年）」→「ボール運動（小学
校５・６年）」から中学校で「球技」となる。	
いわゆる，「ゴール型」や「ネット型」,「ベ
ースボール型」のさまざまな球技スポーツを
混在させたまま，それらに共通した基本型を
「ゲーム」として学び，そこから小学校高学
年の「ボール運動」の学習において球技スポ
ーツの基本的な技能を学んだうえで，中学校
の「球技」では，作戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームが展開できることを目指して
いる。	
	 このように中学校で学ぶ７領域の一つで
ある「球技」は，まさに多種多様なスポーツ
を扱う領域であること，また，多くの人々が
生涯にわたって実施するスポーツを学ぶ可
能性があることから，重要な領域であると言
えるであろう。	
またこうした「球技」全般に必要とされる

基本的技能をあげるならば，それはサッカー
における「キック力」を除けば，すべて「投
能力」に関連したものとなる。「球技」にお
ける投動作は，野球・ソフトボールなどのベ
ースボール型のスポーツだけでなく，ゴール
型のハンドボールやバスケットボール，ネッ
ト型のバレーボールやバドミントンなどの

種目において，腕を上げ振り下ろす動作と関
連性があるだけでなく，下半身のバランスや
リズミカルな動き，上肢と下肢の動きのタイ
ミング，ボールを離す感覚など，他の運動を
効率的・効果的に実践していくうえでの基礎
動作を多く含んでいる。しかしながら，全国
的に子ども「投能力」は低下が叫ばれて久し
い。このことは，中学校において「球技」を
学習するうえで危機的な状況をもたらすも
のであり，ひいては生涯スポーツへの継続性
を断ち切ることにもつながりかねない。すな
わち小学校から中学校に至る体育学習にお
いて重要視すべき基礎的運動能力としての
「走・跳・投」の中で投能力に焦点をあてる
ことは，これからの「体育科」あるいは「保
健体育科」の教科を維持するだけでなく，そ
の生涯にわたる発展性を探るうえでもまた，
重要な課題であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
	 投動作学習プログラムによる投動作の量
的変化だけでは表れない生徒の心理的側面
（感情，認知，行動変化など）に着目して，
投動作学習を通した生徒の心理的変容を自
由記述文のテキストマイニングおよびイン
タビュー調査（半構造化面接法）により明ら
かにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
⑴自由記述文のテキストマイニング	
〈対象〉静岡県静岡市 N中学校第１学年のう
ち，体育授業における 10 分間×９回の投動
作学習を受けた生徒のうち，	121 名（男子
61 名，女子 60 名）を分析対象者とした。	
〈調査方法〉投力記録会で意識したことにつ
いて自由記述による回答を求めた。	
〈分析方法〉Text Minig Studio5.1.1(NTTデー
タ数理システム社)を用いて分析した。分析は，
単語頻度解析，特徴語抽出，ことばネットワ
ーク分析を試みた。 
⑵心理的循環モデルの作成	
〈対象〉静岡県静岡市 N中学校第１学年の生
徒８名（男子４名，女子４名）であった。	
〈調査方法〉インタビュー時間は，１名当た
り約 15 分間とした。なお，８名の調査対象
者に対し,	当該校の教室において第一著者
と第四著者により，それぞれ１名ずつ聞き取
りを実施した。	
〈分析方法〉	
	 データの分析には，修正版グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded 
Theory Approach:以下，M-GTAと記す）を用
いた。	
⑶心理的循環モデルの作成：知識および技能
習得場面のつまずきに着目して	
〈対象〉静岡県静岡市 N中学校第１学年生徒
８名（男子４名，女子４名）であった。本人
からインタビューの同意が得られているこ
とを条件に，授業担当者（保健体育）が対象
者を選出した。 



〈調査方法〉インタビュー時間は，１名当た
り約 15 分間とした。使用したインタビュー・
ガイドは，学習プログラムの実践に沿って，
著者らのブレインストーミングによって作
成された。	
〈分析方法〉心理的循環モデルの作成は，３
名の専門の異なる視点（保健体育科教育学，
哲学，教育心理学）から，ブレインストーミ
ングを行い，一人 41～44 枚の紙片を出し合
い，合計 128 枚の意見を収集した。そして
KJ法により，それらを５個のつまずきの概念
に分類した（〈学習内容の理解不足〉，〈技能
習得の困難〉，〈自発的行動の不足〉，〈応用に
関する発想力の不足〉，〈投動作に基づく身体
制御〉）。 
	
４．主な研究成果	
⑴テキストマイニング	
〈結果〉意識の内容の全体傾向を把握するた
めに単語頻度解析を行った。品詞は，名詞，
形容詞，動詞に限定した。頻度数の多い順に
単語を挙げてみると，「ステップ(67)」「体重
移動（43）」「意識（34）」「肩（29）」「回す（24）」
「投げる（18）」があげられた。実際の授業
での学習内容では，「肩，肘，手首の一連の
動作と捕球」を学習するため基本動作１とし
て，「手首と肘を使って投げる」，基本動作２
として，「肩，肘，手首の連動」を意識させ，
両方合わせて９回学習していたが，生徒は
「肘」よりも「肩」の動きを意識して投げて
いたのではないかと考えられた。さらに，「手
首」の単語が，単語頻度分析図では，20 位に
もランクインされず，文章分類にもランクイ
ンされていないことから，今回の授業中には，
「肩」「肘」が意識され，「手首」が全く意識
されていないことが判明した。 
	 特徴分析では，単語間の係り受けの指標値
の高い順に，「体重移動—意識（4.11）」「体重
移動—ステップ（3.95）」「ステップ—意識
（3.36）」「体重-移動（2.64）」「上-投げる
（1.12）」があげられた。この分析結果から
ハンドボールを投げる際の意識は，目線を上
に上げ体重移動とステップがうまく行くよ
うに意識して投げている様子を窺い知るこ
とができた。 
	 ネットワーク分析では，根ノードである
「ステップ」に対する葉ノードには，「気を
つける」「やる」「踏む」「頑張る」「ボール」
「上」が見られた。「体重移動」には，「心が
ける」「飛ばす」「上斜め」の３葉ノードが見
られた。「肩」には，「回す」「考える」「足」
「早い」「あげる」「腕」「大きい」などの葉
ノードがリンクしていた．さらに，「回す」
では，「肩-回す」「早い-回す」「足-回す」「考
える-回す」などの葉ノード間に共起関係が
見られた。 
	 今回の意識調査で判明した生徒のハンド
ボール投げで最も意識していることばおよ
び動作は，投動作習得の最終局面である「ス
テップ動作」であったため，このステップ動

作のみを取り上げ分析した。その結果，ステ
ップに対して３つのリンクが見られ，その１
つ目は，ステップする際，肩を上げて回すと
いう動作，２つ目は投げる際ボールを上方に
投げられるように意識する動作，３つ目はス
テップ時で投げることを意識しながら体重
移動がスムーズにできるように気をつける
または心がけるという意識が抽出された。 
〈今後の課題〉各分析項目について，授業で
取り入れた試技が「意識したこと」に関係し
ている点である。つまり，単語頻度，特徴表
現，単語共起の根ノードに多く出現した結果
となった。これは，投動作学習において，「⑴
肩・肘・手首の連動の学習」「⑵体重移動の
方法」「⑶ステップ方法の学習」を軸として
学習してきた経緯があるので，これに類する
単語が上位に出現したと考えられる。これら
の研究上の課題に対応するために，今後は学
習段階に取り入れたキー（体重移動ほか）以
外の単語抽出や少数意見（単語）に焦点をあ
てた検討も有用であると思われる。	
	 つぎに，本研究は集団としての特徴を分析
している点にある。これは，学習者全体の特
徴や意識の変容について傾向を掴めたもの
の，個々の学習者に対応している訳ではない。
よって，投動作学習を通じて，学習者がどの
ように知覚しているのか，他の運動や学習に
凡化しているのかなど，原文をもとにした個
別的検証も必要であろう。これには，学習前
後および保持調査など含め，中・長期的な比
較を行うといった検討も必要であろう。	
	
⑵心理的循環モデルの作成	
〈結果〉学習プログラムは，体育授業内での
実践であり，運動の得意不得意に関わらず，
生徒全員が参加している。その中で，[投動
作の知的理解]にみられる，〈肩・肘・手首の
一連の動作の理解〉，〈体重移動動作の理解〉，
〈ステップ動作の理解〉の３つの投動作学習
を行った。この学習過程では，〈学習の連動〉
と〈身体の協調的運動〉といった学習した内
容を上手く投動作に応用したり，心と身体の
両方に意識を向けたりしながら，[学習と身
体運動の調和]の課題に取り組むに至ったと
考えられる。３つの学習ポイントの気付きを
示す[投動作の知的理解]（①）と，心と身体
の両方に意識を向け，スムーズな運動を実践
する[学習と身体運動の調和]（②）は，相互
に往来しながら【(A)投動作の認識と運動の
融合】を目指していたと考えられる。この循
環では，〈教具を用いての動作確認〉，〈技能
の向上感〉を促し，［自己有能感の向上］に
みられる，【(B)正確な動作の追求】を促進し
たものと考えられる（③）。【(B)正確な動作
の追求】の促進はまた，〈他の動作への影響〉，
〈他のスポーツへの応用〉にみられる，［運
動の波及］を促し，【(C)他の運動への汎化】
へと帰着するに至った，との解釈が可能とな
ろう。	



	 【(A)投動作の認識と運動の融合】にある
［投動作の知的理解］（①）の高まりは，「関
連の動きやスポーツをやってみたい」という，
［運動の波及］にみられる【(C)他の運動へ
の汎化】に向かう学習の循環が予想された。
また，［学習と身体運動の調和］（②）は，直
接的に【(C)他の運動への汎化】に至る循環
も考えられた（④）。	
	 【(A)投動作の認識と運動の融合】はまた，
〈ルールに基づく外的制約〉，〈投動作に基づ
く身体制御〉にみられる，［身体操作の不安
定感］を促し，【(D)身体そのものによる制約】
として，つまずきの場面が推察できる。しか
しながら，【(D)身体そのものによる制約】を
克服することで，【(A)投動作の認識と運動の
融合】に向かう学習の循環が伴うことも予想
された。	
	 本研究は，専門領域の異なる研究者による
トライアンギュレーションを用いて，投動作
学習過程における心理的循環モデルの作成
を試みた。その結果，「中学生の投動作学習
では，投動作の理解をもとに身体運動の融合
を図り，それに対する正確な動作の追求によ
る自己有能感をもつことは他の運動に汎化
するという心理的循環を経ていた」と結論づ
けられた。さらに，中学生の循環モデルとし
て，「投距離が向上するだけでなく，学習内
容の理解とともに実際の動きの習得が自己
有能感の向上に結びつく」といった特徴もみ
られた。これらの概念形成は，種々の課題が
あるものの統計的な量的分析では表れにく
い語りのデータ分析を試みたことにより，新
たな知見を得ることができたといえよう。	
	 本研究において，ヴァリエーションから多
くの概念が導き出されたことは，今後の中学
生の投動作学習における重要な手がかりに
なると考えられる。	
〈今後の課題〉本研究では，投動作学習を実
施した中学校第１学年８名の語りによるデ
ータの範囲で検討した。インタビュー・デー
タから概念を生成し，次に生成した概念と概
念との関係を関係図に示し，複数の概念から
なるカテゴリーあるいはサブカテゴリーを
生成した。モデル図に示されたカテゴリー，
サブカテゴリー，概念の動きはトライアンギ
ュレーションにより，生徒の心理的変容を示
したものである。各カテゴリーは，類似のヴ
ァリエーションから生成されたものであり，
個人を特定したものではない。今後，個人的
背景の詳細な分析を加えることで，新たな知
見が得られるものと考えられる。なお，今回
の対象者は，すべて運動部に所属しており，
日頃から運動に関わっている生徒達であっ
た。クラスには運動に対して積極的になれず
不得意な生徒も存在する。今後は，運動の得
意群・不得意群の特徴の分析を加えてしてい
くことが必要であろう。 
	
⑶心理的循環モデルの作成：知識および技能
習得場面のつまずきに着目して	

 
 
〈結果〉前述の方法により作成された心理的
循環モデルには，学習の初期・中期・後期が
存在することが明らかになった。発達段階で
区分されるものではなく，投動作の学習段階
の知識および技能の習得段階によって分類
される。 
	 学習の初期は，学習プログラムに沿って
「腕のしなり」「体重移動」「ステップ長」と
いう各部位の技能習得を目指しているが，こ
の段階でのつまずきがあることが明らかに
なった。初期のつまずきでは，指導者が各部
位の動きに対する適切なアドバイスを与え
ることで，つまずきが解消されると考えられ
る。学習の初期から中期へ向かう過程では，
初期で学んだ技能を互いに連動・調和させた
り，状況に応じては初期の各技能を振り返っ
たりする循環が認められた。	  
	 学習の中期では，〈投動作に基づく身体制
御〉という「つまずきに関する概念」が生成
された。このような中期のつまずきでは，学
習した内容をうまく投動作に応用したり，全
身を協調的に働かせたりすることで，つまず
きが解消されると考えられる。学習の中期か
ら後期へ向かう過程では，基礎的な技能を連
動・調和させることで投の動きを高めたり，
上肢や下肢の動きの連動を再確認したりす
るといった循環が認められた。結果として，
学習の後期は投動作全体でのバランスのと
れた正確な動作を自ら追求できる段階であ
ることが示された。それゆえ，つまずきが確
認されたとしても自分で動作修正を行うこ
とができると考えられた。 
	 なお，学習の後期では，〈応用に関する発
想力の不足〉という「つまずきに関する概念」
が生成された。しかし，この「つまずきに関
する概念」は，件数は少ないものの学習の初
期および中期にも見られた。このようなつま
ずきでは，投に関する具体的な遊びを示した
り，学習した内容を他のスポーツへ応用した
りするなど，指導者がアドバイスを加えるこ
とでつまずきが解消されると考えられた。 
〈今後の課題〉本研究は，体育授業で投動作
学習を通した生徒の自由な語りによるデー

〈学習の連動〉　　〈身体の協調的運動〉

【〔Ａ〕投動作の認識と運動の融合】

[ 運動の波及 ]
〈他の動作への影響〉
〈他のスポーツへの応用〉

【〔Ｃ〕他の運動への汎化】
〈凡例〉

因果関係
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③

【　】
[　]

[ 自己有能感の向上 ]

〈教具を用いての動作確認〉
〈技能の向上感〉

【〔B〕正確な動作の追求】

〈ルールに基づく外的制約〉
〈投動作に基づく身体制御〉

【〔D〕身体そのものに
　　　　　　よる制約】

〈肩・肘・手首の　　　　　　
　一連の動作の理解〉

〈体重移動動作の理解〉

〈ステップ動作の理解〉

① ②
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つまずきに関する概念

[ 身体操作の不安定感 ]
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予想される学習の循環

[ 学習と身体運動の調和 ][ 投動作の知的理解 ]

予想される学習の循環
④



タをもとに検証したため，生成された概念の
ヴァリエーション数や産出者数の偏りがみ
られた。また，中学生の結果図を再検証し，
新たな心理的循環モデルを作成したが，つま
ずきの解消にみられる心理的循環に関して
は，予測の範疇を越えていない。それゆえ，
これまでの知見を活かしながら，より具体的
な目的解明に向けた発話言語を導きだした
データを取り入れることも必要である。さら
に，発話の回数や多数の人にわたって平均を
求めたりするなど，数値化した量的なデータ
を取り入れることも考慮したい。	
	
〈おわりに〉本研究では，中学校の事情から
筋の測定，動作の撮影などのデータを収集す
ることができなかったが，自由記述文やイン
タビュー調査の協力を得られたため，有用な
質的データを収集することができた。	
	 投能力改善のための学習プログラムとし
て，⑴肩・肘・手首の一連の動作の理解，⑵
体重移動動作の理解，⑶ステップ動作の理解
を体育授業で実施した後，質的データをもと
に生徒の意識変容を分析した。分析の結果，
段階的な身体の動きの学習（分習法）を通じ
身体の動きの理解が深まったり，動きの連
動・調和を図ったりしながら，技能を向上さ
せていることが明らかになった。それゆえ，
投動作の動きの理解や動作が伴わない初期
段階では，前述の動きを含む段階学習を経た
上で全体の動きを連動させたり応用を加え
たりする学習プログラムの構築が必要と考
えられた。	
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